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A. 研究目的 

 

平成 22 年に「HTLV-1 総合対策」が開始され 10 年が経過した。この 10 年の間に 5つの重点

施策である、1.感染予防対策、2.相談支援（カウンセリング）、3.医療体制の整備、4.普及啓

発・情報提供、5.研究開発の推進について様々な取り組みが行われてきた。 

HTLV-1 感染者が比較的多い地域では、HTLV-1 について、ある程度の認知度が期待されるが、

神奈川県では、医療者や医療支援者であっても HTLV-1 に対する認知度が低いのが現状である。

また近年では、人の移動に伴い首都圏においても HTLV-1 感染者が増加していることから、神

奈川県でも医療者・医療支援者の HTLV-1 の認知度を高め、HTLV-1 感染者に正しく適切な支援

を行うことができる体制の基盤づくりを進める必要がある。 

そこで本研究では、神奈川県で普及啓発を行うことを目的とした活動を行うこととした。 

 

研究要旨 
平成 22 年に「HTLV-1 総合対策」が開始され 10 年が経過した。この 10 年の間に 5 つの

重点施策である、1.感染予防対策、2.相談支援（カウンセリング）、3.医療体制の整備、4.

普及啓発・情報提供、5.研究開発の推進について様々な取り組みが行われてきた。 

HTLV-1 感染者が比較的多い地域では、HTLV-1 について、ある程度の認知度が期待される

が、神奈川県では、医療者や医療支援者であっても HTLV-1 に対する認知度が低いのが現

状である。近年では、人の移動に伴い首都圏においても HTLV-1 感染者が増加しているこ

とから、神奈川県でも医療者・医療支援者の HTLV-1 の認知度を高め、HTLV-1 感染者に正

しく適切な支援を行うことができる体制の基盤づくりを進める必要がある。そこで本研究

では、神奈川県における普及啓発活動を行うことを目的とした活動を行った。 

2011 年より、神奈川県が主催する研修会で、HTLV-1 の基礎知識、HTLV-1 感染が原因と

なって起こる疾患の解説、HTLV-1 感染検査方法、HTLV-1 キャリア妊婦への説明方法等に

ついての講演を行い、普及啓発活動を推進させた。また、それと同時に日本 HTLV-1 学会登

録医療機関の紹介を行い、より専門的な支援のニーズに対する対応策の普及活動を行っ

た。これにより、HTLV-1 感染者にとってより満足のいく相談支援が受けられることが期待

された。 

今後の課題としては、日本 HTLV-1 学会登録医療機関数が少ないことがあげられ、この

解決策として、オンライン相談の導入等により一定の成果が得られることが期待される。 
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B. 研究方法 

 神奈川県が主催する研修会で、HTLV-1 の基礎知識、HTLV-1 感染が原因となって起こる疾患

の解説、HTLV-1 感染検査方法、HTLV-1 キャリア妊婦への説明方法等についての講演を行う。 

 

（倫理面への配慮） 

ヘルシンキ宣言ならびに「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」に基

づき講演を行う。 
 

C. 研究結果 

 神奈川県では、平成 17年に策定された「がんへの挑戦 10 か年戦略」、平成 20 年に制定され

た「神奈川県がん克服条例」を基盤としてがん対策が総合的に進められ、現在は「神奈川県が

ん対策推進計画（平成 25 年度～平成 29年度）」に次いだ「神奈川県がん対策推進計画（平成

30 年度～平成 35 年度）」によりがん対策が進められている。 

 このがん対策推進計画では、施策展開の 1つ目「がんの未病改善」の第一の中柱として「一

次予防」があり、その中の「感染症対策の推進」として「肝炎対策の推進」「HTLV-1母子感染

に関する理解促進」「胃がんとピロリ菌に関する理解促進」「子宮頸がんと HPV に関する理解促

進」があげられている。「HTLV-1母子感染に関する理解促進」は、具体的には、「県は、HTLV-

1母子感染対策に携わる医療従事者等に対して、必要な基本的・専門的知識を習得するための

研修を実施します。また、県ホームページにおいて、HTLV-1 母子感染予防に関する情報提供

を行い、HTLV-1 に関する理解の促進を図ります。」と記載されており、神奈川県と我々研究者

との間で問題点が共通認識されていることがわかる。神奈川県では、次の表に示す要領で年に

1回の HTLV-1 相談に関する研修会を開催しており、筆者は 2011 年より HTLV-1母子感染対策

の講師の要請を受け、講演を続けている。 

 

研修会 不妊・不育・HTLV-1 相談に関する研修 

目的 不妊、不育症に悩む方や妊婦健康診査で実施している HTLV-1 の感染者に対して

適切に相談対応していくために、不妊・不育症の治療等に関わる最新情報や

HTLV-1母子感染対策の知識を習得し、専門的な知識や倫理的配慮の学びを深め、

相談時の支援技術の向上を図ることを目的に実施する。 

対象 ・県内保健所等において不妊・不育相談、特定不妊治療費助成事業に従事する者 

・県内行政機関、医療機関等に従事する保健師、助産師、看護師等 

・その他母子保健事業に従事する者で所属長が認める者 

 

 研修会では、HTLV-1 を正しく理解するための基礎知識、世界や日本での感染者数、WHOの動

向などをはじめ、HTLV-1 感染が原因となって引き起こされる疾患である ATL（成人 T細胞白血

病）や HAM（HTLV-1 関連脊髄症）について最新の情報をもとに解説した。 

 さらに、HTLV-1 感染を調べる検査の方法と、スクリーニング検査における偽陽性の割合な

ど、相談時に必要となる基礎知識を解説した。また、感染が確定したキャリア妊婦への説明方

法について、筆者のこれまでの HTLV-1 キャリア外来での経験に基づいたアドバイスを、実例
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を交えて詳細に解説した。 

 このような研修会による普及啓発により、医療支援者が適切な相談支援を行うことができ

るようになることが望ましいが、中には難しいケースがあることも考えられるため、研修会で

は、より高度な相談を受けることができる施設である日本 HTLV-1 学会登録医療機関を紹介し

ている。研修会を通じて日本 HTLV-1 学会登録医療機関の存在を周知徹底することにより、相

談現場の負担軽減につながることが期待される。 

 

D. 考案 

HTLV-1 の普及啓発活動は、HTLV-1母子感染対策において重要な課題であり、行政と研究者

とが協力しながら進めていく必要がある。本研究による研修会の開催は、目に見える成果は得

られにくいものの、長期にわたり継続することにより、その普及効果が期待される。 

一方で、HTLV-1 感染者にとっては、手厚い相談体制の存在は常に望むことであり、ここに

日本 HTLV-1 学会登録医療機関のかかわりが求められる。日本 HTLV-1 学会登録医療機関は、

2021 年 6 月時点で全国 16施設と数が少ないことが問題であり、全国でどの地域に居住してい

てもアクセスしやすいような環境を整備する必要があるといえる。しかしながら、安易に医療

機関を増やしても相談の質を担保できないことから、この問題の最善の解決策として、オンラ

イン相談の導入が考えられる。今後は産婦人科医会等と連携しながらオンライン相談を推進

することにより、相談者のニーズを満たすことが可能となると考えられる。現在、筆者の所属

する聖マリアンナ医科大学では、HTLV-1 キャリアに対するオンライン相談の導入を進めてお

り、この取り組みにより都市モデルとしての一定の成果が得られるものと期待される。 

 

E. 結論 

 2011 年より継続して実施している研修会により、医療従事者に対する啓蒙活動を行った。

今後はオンライン相談の導入により、居住地域に依存しない、よりきめ細やかな支援が可能に

なることが期待される。 
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